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平
時
の
訓
練
か
ら
資
器
材
の
充
実
ま
で

多
様
な
対
策
で
熱
中
症
が
劇
的
に
減
少

　
多
種
多
様
な
公
務
労
働
の
中
で
、も
っ
と
も
過
酷
な
暑
熱
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
の
が
消
火

を
は
じ
め
と
す
る
警
防
業
務
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、大

阪
市
消
防
局
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を	

全
警
防
職
員
に
義
務
づ
け

　

大
阪
市
消
防
局
で
は
、平
成
30
年
度
以

降
、消
火
・
救
急
・
救
助
に
従
事
す
る
警
防

職
員
の
熱
中
症
対
策
に
、従
来
に
も
増
し
て

注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、平
成
29
年
、防
災
関
係
機
関
の
職

員
が
、大
阪
府
内
の
施
設
で
訓
練
中
に
熱

中
症
を
発
症
、死
亡
し
た
こ
と
だ
っ
た
。同

局
で
は
こ
の
事
案
を
重
く
受
け
止
め
検
討

委
員
会
を
設
置
、数
々
の
新
た
な
対
策
を
打

ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
災
害
現
場
に
出
場
す
る

す
べ
て
の
警
防
職
員
に
義
務
づ
け
ら
れ
た

「
暑
熱
順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」だ
。
消
火
隊

員
20
人
が
参
加
し
、
大
阪
市
立
大
学
と
共

同
で
実
施
し
た
評
価
実
験
に
よ
り
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
実
施
者
の
心
拍
数
、
深
部
体

温
の
上
昇
抑
制
効
果
を
確
認
し
導
入
し
た
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎
年
５
月
〜
６
月
の

大
阪
市
消
防
局

事
例
¦
●❷

期
間
、
連
続
す
る
７
当
務
＊
に
実
施
す
る
。

効
率
的
な
実
施
方
法
、
訓
練
時
の
服
装
な

ど
の
資
料
は
職
員
専
用
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
職
員
は
そ
れ
を

参
考
に
、
無
理
を
せ
ず
徐
々
に
負
荷
を
上

げ
て
い
く
な
ど
、
自
分
の
状
態
に
合
っ
た

訓
練
が
で
き
る
と
い
う
。
職
員
専
用
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
そ
の
ほ
か
、
熱
中

症
の
症
状
や
応
急
処
置
方
法
な
ど
、
基
本

的
な
内
容
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
知
識
は
、
新
た
に
消
防
司
令

長
に
昇
任
し
た
職
員
に
対
す
る
研
修
で
も

伝
え
ら
れ
る
。
災
害
現
場
に
お
い
て
、
現

場
最
高
指
揮
者
と
な
る
消
防
司
令
長
が
、

自
署
の
警
防
職
員
に
知
識
を
伝
え
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
行
す
る
よ
う
に
徹
底
し

て
い
る
。

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
予
測
値
の	

各
署
所
へ
の
提
供
方
法
も
刷
新

　
全
25
消
防
署
・
64
出
張
所
へ
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
予
測
値
の
提
供
方
法
も
刷
新
し
た
。
毎

朝
、
庁
内
メ
ー
ル
で
提
供
す
る
こ
と
に
加

え
、
現
在
は
各
署
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
署
情
報
表
示
盤（
シ
ス
テ
ム
管
理
さ
れ
た

消
防
車
両
等
の
動
態
表
示
モ
ニ
タ
ー
）」に

掲
示
し
て
い
る
。
災
害
出
動
の
際
、
隊
員

が
必
ず
設
定
・
確
認
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

に
掲
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
予
測
値
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
予

測
値
へ
の
認
識
も
深
ま
っ
た
た
め
、
庁
内

メ
ー
ル
で
の
配
信
を
止
め
、
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
発
表
の
有
無
も
含
め
た
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
予
測
値
の
情
報
は
、
署
情
報
掲
示
盤
に

集
約
し
た
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
予
測
値
は
、
隊
員
の
熱
中
症

へ
の
注
意
を
喚
起
し
、
た
と
え
ば
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
着
用
の
判
断
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

防
火
衣
の
下
に
着
用
す
る
ク
ー
ル
ベ
ス
ト

は
昨
年
度
、
消
火
隊
と
救
助
隊
の
全
員
分

４
５
０
着
が
、
冷
却
用
の
冷
凍
庫
と
と
も

に
全
署
所
に
配
備
さ
れ
た
。
各
隊
員
は
、

「
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
21
℃
以
上
は
着
用
を
考
慮
、

25
℃
以
上
は
努
め
て
着
用
」と
い
う
着
用

基
準
と
予
測
値
と
を
併
せ
、
各
自
、
着
用

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

　
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
の
体
温
上
昇
抑
制
効
果

も
確
認
済
み
だ
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
28
℃
の
環
境

下
で
、
着
用
群
と
非
着
用
群
27
人
ず
つ
、

計
54
人
で
訓
練
を
実
施
、
そ
の
前
後
の
皮

膚
温
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、訓
練
後
、１
℃

以
上
上
昇
し
た
割
合
は
、
非
着
用
群
は

61
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
着
用
群
は
30
％

に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。

特
に
パ
ネ
ル
水
槽
の
効
果
か
、	

熱
中
症
発
症
率
が
大
幅
に
低
下

　
災
害
現
場
で
使
わ
れ
る
熱
中
症
対
策
資

器
材
も
、
充
実
が
図
ら
れ
た
。
現
在
、
現

場
急
速
冷
却
器
、
パ
ネ
ル
水
槽
、
可
搬
型

ブ
ロ
ア
が
あ
り（
資
料
１
参
照
）、
現
場
の

状
況
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
、
も
し

く
は
い
く
つ
か
が
休
憩
所（
テ
ン
ト
）内
や

そ
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
昨
年
度
、
新
た
に
配
備
さ

れ
た
の
が
パ
ネ
ル
水
槽
だ
。
隊
員
は
休
憩

中
、
こ
れ
に
５
分
間
浸
か
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
訓
練
実
施
の
直
後
と
５
分
間
水

署情報表示盤に掲示されたWBGT予測値

＊大阪市消防局の警防職員は、24時間勤務とそれに続く24時間が非番となる隔日勤務体制（2交代制）を
とっており、1回の24時間勤務を「1当務」としている。
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槽
に
浸
か
っ
た
後
の
皮
膚
温
を
比
較
し
た

実
証
実
験
で
は
、
１
℃
以
上
下
が
っ
た
者

の
割
合
が
76
％（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
31
℃
時
）、

53
％（
同
28
℃
時
）と
、
良
好
な
結
果
が
得

ら
れ
た
。
実
際
、
隊
員
か
ら
は「
生
き
返

る
」「
浸
か
っ
た
後
は
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ

る
感
じ
に
な
る
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
警
防
部
司
令
課
担
当
係
長
の
谷

内
成
次
さ
ん
も
自
ら
の
経
験
も
踏
ま
え
、

「
ク
ー
リ
ン
グ
の
た
め
に
水
を
浴
び
る
こ

と
も
あ
る
が
、
パ
ネ
ル
水
槽
に
浸
か
っ
た

ほ
う
が
、
断
然
効
果
が
あ
る
」と
、
そ
の

有
用
性
を
強
調
す
る
。

　
た
だ
パ
ネ
ル
水
槽
は
、
皮
膚
疾
患
な
ど

何
ら
か
の
身
体
的
･
心
理
的
理
由
な
ど
か

ら
、
使
用
で
き
な
い
隊
員
も
い
る
。
そ
こ

で
現
在
、
手
足
の
末
端
部
分
だ
け
を
冷
却

す
る
浅
い
水
槽
１
セ
ッ
ト
を
活
用
中
で
、

そ
の
増
備
も
予
定
し
て
い
る
。
実
証
実
験

か
ら
、
10
分
間
の
部
分
冷
却
で
５
分
間
の

全
身
冷
却（
パ
ネ
ル
水
槽
）に
近
い
体
温
下

降
効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
対
策
の
効
果

は
出
て
い
る
の
か
。
近
年
の
熱
中
症
発
症

率
の
推
移
を
見
た
の
が
、
資
料
２
だ
。

　

対
策
を
強
化
し
た
平
成
30
年
度
以
降
、

発
症
率
は
下
が
り
、
中
で
も
昨
年
度
の
低

さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
導
入
時
期
も
勘
案

す
れ
ば
、
特
に
パ
ネ
ル
水
槽
の
効
果
が
大

き
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

ほ
ぼ
揃
っ
た
装
備	

適
切
な
運
用
で
発
症
者
ゼ
ロへ

　
資
料
２
に
お
け
る
昨
年
度
の
発
症
者
１

名
は
、
事
後
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
パ

ネ
ル
水
槽
に
入
る
前
に
、
す
で
に
熱
中
症

を
発
症
し
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
例
に
つ
い
て
谷
内
さ
ん
は
、「
使

命
感
の
強
さ
か
ら
、
つ
ら
く
な
っ
て
も
申

告
せ
ず
、
消
火
活
動
を
続
け
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
」と
推
測
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た「
頑
張
り
す
ぎ
」を
防
ぐ
た
め
、
現

場
で
の
活
動
／
休
憩
時
間
を
定
め
た「
活

動
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
確
立
し
、
そ
の

運
用
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
今
後
の
課
題

と
し
て
挙
げ
る
。

　
装
備
を
担
当
す
る
警
防
部
警
防
課
担
当

係
長
の
松
尾
隆
廣
さ
ん
も
、「
熱
中
症
対

策
の
装
備
は
、
昨
年
度
で
ほ
ぼ
揃
い
ま
し

た
。
後
は
、
現
場
で
よ
り
適
切
に
運
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
発
症
者
数
は
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
語
る
。

　
熱
中
症
は
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
半

面
、
事
前
の
対
策
で
十
分
に
発
症
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
過
酷
な
暑
熱

環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
警
防
業
務
で
も
同
じ

で
あ
る
─
─
。
大
阪
市
消
防
局
の
取
り
組

み
は
、
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

警防部警防課担当係長（消防装備）の松尾隆廣さん（左）
と、警防部司令課担当係長（方面隊）の谷内成次さん

現場急速冷却器　
水タンクを備え、ファンによりミストを噴霧する。38リットルの
容量で５時間程度使用できる。
可搬型ブロア
本来は火災現場で煙等を排除する「陽圧換気戦術」に使用する装
置だが、ミスト噴霧ができるため、冷却装置としても使用できる。
パネル水槽
折り畳み式で、現場ですぐに展開できる容量2,500リットルの水
槽。クーリングのために休憩中の隊員が浸かる。9人程度が入れ
る大きさだが、現在は新型コロナウイルス感染防止のため、一度
に入る人数を3〜4人程度に制限している。

資料１　災害現場における熱中症対策用資器材

資料2　大阪市消防局・消防隊員の熱中症発症率の推移
　災害現場における熱中症発症率は、災害の規模や内容、当
日の気象条件などに大きく左右される。そこで算出の前提条
件を、「ＷＢＧＴ25℃以上の日に、放水開始から作業終了ま
で２時間以上を要した火災現場」に揃えた（したがって、上記
条件以外の現場や訓練中に発症した事例は含まれない）。発
症率は一つの現場で、熱中症発症者が発生する確率（発症者
数÷前提条件に合致した現場数）で算出した。以下、その結果
を示す。

発症者数／現場数（発症率）
平成29年度 ４名／５現場（80.0％）
平成30年度 ３名／18現場（16.7％）
令和元年度 ５名／10現場（50.0％）
令和２年度 １名／14現場（7.1％）

　これらの資器材は警防本部または指揮本部からの判断（指
示）により、後方支援隊が現場に運ぶ。たとえばパネル水槽は、
大阪市の東西南北4カ所に配備されている搬送車に平時から積
載されており、災害発生現場にもっとも近い搬送車が運ぶ。後
方支援隊は、各署所が現場に持ち込む水分補給のための飲料が
不足した際も追加の飲料を運ぶなど、現場の支援を幅広く行う。

現場急速冷却器とポー
タブル発電機 可搬型ブロア パネル水槽


